
法
然
門
流

に
お
け
る
至
誠
心
釈

の
展
開

廣

川

尭

敏

法
然
門
流
に
お
け
る
至
心
釈
は
大
別
し
二
て
つ
の
立
場
に
分
類
で
き

る
。

三
つ
は
衆
生

の
側
に
立

つ
至
誠
心
釈

で
、
鎮
西
派

の
聖
光

・
良

忠
、
九
品
寺
流
の
長
西
、
諸
行
本
願
義
系
の
住
心

・
真
空

・
悟
阿

・
凝

然
等

の
諸
師
が
含
ま
れ
る
。

い
ま

一
つ
は
仏

の
側

に
立

つ
至
誠

心
釈

で
、

一
念
義
の
幸
西
、
長
楽
寺
流
の
隆
寛
、

西
山
派
の
証
空
、

一
向
宗

の
親
鶯
等

の
諸
師
が
含
ま
れ
る
。

ま
ず
、
衆
生
の
側
に
立

つ
至
誠
心
釈
の
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、

(
1
)
内
心
と
外
相
と
相
応
し
て
偽
ら
ず
飾
ら
ざ
る
の
心
。
(弁
長

『浄
土
宗
要

集
』
)

(2
)能
成
の
心
な
り
。
発
得
至
誠
の
時
業
事
成
弁
す
る
が
故
な
り
。
(長
西
『観

経
疏
光
明
抄
』)

(
3
)
強
盛
の
心
な
り
。
(明
遍
)

(
4
)
浅
深
な
し
、
唯
内
外
相
応
す
る
名
な
り
。
(乗
願
)

(
5
)
防
非
止
悪
の
戒
を
体
と
す
る
な
り
。
(修
阿
)

(
6
)
止
悪
も
真
実
、
修
善
も
真
実
な
る
を
至
誠
心
と
名
く
る
な
り
。
(敬
蓮
社
)

(
7
)
擬
直
な
り
と
知
る
を
最
要
と
な
す
べ
き
な
り
。
(持
仏
房
)

(
8
)
随
分
の
至
誠
な
り
。
…
…
最
下
愚
鈍
の
具
縛
の
衆
生
も
亦
自
分
に
堪
ゆ
る

所
の
誠
心
有
り
。
(良
遍

『善
導
大
意
』)

な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と
は
、

諸
行
が
本
願

で
あ
る

か
、
非
本
願
で
あ
る
か
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
と
も
に
諸
行
往
生
を

認
め
る
立
場
に
立
脚
し
て
い
る
。

次
に
仏

の
側
に
立

つ
至
誠
心
釈
の
具
体
例
を
あ
げ
る
と
、

(
1
)
領
解
の
心
な
り
。
領
解
の
心
と
は
自
力
を
捨
て
て
他
力
に
帰
す
る
心
な

り
。
(証
空

『他
筆
砂
』)

(
2
)
他
力
に
約
し
て
真
実
心
を
立
つ
る
な
り
。
(隆
寛

『散
善
義
問
答
』)

(
3
)
如
来
能
く
度
す
る
は
是
れ
心
な
り
。
心
と
は
智
な
り
。
能
く
物
を
度
す
真

実
は
唯

一
念
の
心
な
り
。
…
…
是
を
真
実
心
と
名
け
、
…
…

(『浄
土
法

門
源
流
章
』
幸
西
の
項
)

(
4
)
至
誠
心
…
…
如
来
願
力
廻
向
の
心
な
り
。
(親
鶯

『愚
禿
砂
』)

な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と
は
、

と
も
に
阿
弥
陀
仏
の
本

願
力
を
強
調
し
、
諸
行
往
生
を
否
定
す
る
立
場
に
立
脚
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
法
然
門
流
の
諸
派
は
至
誠
心
に
対
す
る
解
釈
の
相
違
を

法
然
門
流

に
お
け
る
至
誠
心
釈

の
展
開
 
(廣

川
)
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法
然
門
流
に
お
け
る
至
誠
心
釈
の
展
開
 (廣

川
)

基
準
と
し
て
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

証
空
の
至
誠
心
釈
は
衆
生
が
機
の
上
に
お
こ
す
真
実
心
で
は
な
く
、

仏
の
真
実
心
で
あ
る
、

と
す
る
。
そ
こ
で
、
証
空
は
至
誠
心
に
つ
い
て

二
つ
の
問

い
を
持

つ
。
第

一
は
濁
悪
の
凡
夫
に
は
た
し
て
真
実

の
心
を

持
ち
う
る
か
否
か
の
問
い
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
善
導

・
至
誠
心
釈

の

次
の
よ
う
な
釈
文
に
も
と
つ
い
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

ニ
シ
テ

ク

ヤ
メ

キ
ハ

ニ

ス
ト

ヲ

テ

「
貧
瞑
邪
偽
好

詐
百
端

悪
性
難
レ
侵

事
同
二
蛇
蜴

一錐
レ
起
三
二
業

一名
為
二
雑

ト

ク

ト

ケ

ノ

ト

毒
之
善
二亦
名
二虚
仮
之
行
二不
レ名
二真
実
業
二也
」

こ
の
よ
う
に
凡
夫
に
は
真
実
心
を
も
ち
え
な
い
と
す
る
理
解
の
上
に

立

っ
て
、
さ
ら
に
証
空
は
独
創
的
な
思
想
を
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、

善
導
は
不
真
実
な
虚
仮
心
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て

「
不
得
外
現
賢
善
精
進
之
相
内
懐
虚
仮
」
と
述
べ
て
い
る
が
、

こ
の
訓

読
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
種

々
の
異
説
が
あ
る
。

(
1
)
外
二
賢
善
精
進
ノ
相
ヲ
現
シ
テ
内
二
虚
仮
ヲ
懐
コ
ト
エ
サ
レ

(建
長
六
年

書
写
三
部
経
大
意
)

(
2
)
外
二
賢
善
精
進
ノ
相
ヲ
現
ス
ル
コ
ト
ヲ
エ
サ
レ
ゥ
チ
ニ
虚
仮
ヲ
イ
タ
ケ
レ

ハ
ナ
リ

(正
嘉
二
年
書
写
三
部
経
大
意
)

(
3
)
外
二
賢
善
精
進
ノ
相
ヲ
現
シ
内
ニ
ハ
虚
仮
ヲ
懐
ク
コ
ト
ヲ
得
ズ

(了
音
砂

に
も
と
つ
く
、
西
全
(
6
)
1
0
5
b
-
1
0
6
a
)

右

の
三
種
の
訓
読
の
う
ち
、
(
1
)の訓
点
は
長
西

・
良
忠
の
訓
読
で
、

長
西
は
身

ロ
二
業

の
起
行

(「外
」)
と
意
業
即
安
心

(「内
」)
と
が
と
も

に
真
実
で
あ
る
こ
と
を
勧
説
す
る
、
と
し
、
良
忠
は
、
長
西
の
意
業
即

安
心
説
を
否
定
し
、
起
行
と
し
て
外
相
と
内
心

と
の
相
応

を
勧

説
す

る
、
と
説
く
。
(
2
)の訓
読
は
親
鶯

で
、
自
力
の
全
否
定
で
あ
る
。
(
3
)
の

訓
読
は
証
空
で
、
こ
の
釈
文
は
虚
仮
心
の
相
を

あ

ら
わ
す

の
で
は

な

く
、
他
力
の
真
実
心
の
相

(他
力
を
領
解
す
れ
ば
、
も
は
や
内
外
相
応
の
障

り
に
禍
い
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
る
)
を
あ
ら
わ
す
、

と
す
る
。

第
二
は
凡
夫
に
真
実
が
も
ち
え
な
い
な
ら
ば
、
真
実
と
は

一
体
何
か

と
い
う
問
い
で
あ
る
。
証
空
は
真
実
の
根
源
は
阿
弥
陀
仏
の
仏
体
、

さ

ら
に
い
え
ば
、
弥
陀
が
因
位
に
衆
生
の
た
め
に
衆
生
に
代

っ
て
施
為
趣

求
し
た
と
こ
ろ
の
、
真
実
の
誓
願
と
真
実
の
行

と
に
あ
る
、
と
す
る
。

善
導
の
釈
文

「凡
所
施
為
趣
求
」

の
読
み
方
に
は
次
の
異
説
が
あ
る
。

(
1
)
オ
ホ
ヨ
ソ
施
為
趣
求
シ
タ
マ
フ
ト
コ
ロ
亦
真
実
ナ
ル
ニ
由
テ
ナ
リ
。
(良

忠

『三
心
私
記
』
『
決
疑
砂
』)

ホ
ド
コ
ス

キ

ル
ガ

ニ

(2
)凡
、
所
施
ニ
(所
レ
施
)
、趣
求

為
、
亦
皆
、
真
実
ナ
ツ
。
(建
長
六
年
書

写

『
三
部
経
大
意
』
、括
弧
の
中
は
正
中
本

『
選
択
集
』
書
き
込
み
の
訓

点
)

(
3
)
お
ほ
よ
そ
ほ
ど
こ
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
趣
求
を
な
す
、
ま
た
み
な
真
実
な

り
。
(『
愚
禿
砂
』
、『教
行
信
証
』
信
巻
)

(
4
)
オ
ホ
ヨ
ゾ
施
為
趣
求
ス
ル
ト
コ
ロ

マ
タ
ミ
ナ
真
実
ナ
リ
。
(『自
筆
砂
』
・

『他
筆
砂
』
・
『積
学
砂
』
等
の
釈
文
に
も
と
つ
く
)

右
の
四
種

の
う
ち
、
(
1
)の訓
読
は
長
西

・
良
忠
の
訓
読
で
、
両
者
は

と
も
に
施
為

・
趣
求
を
仏
の

「上
求
菩
提

・
下
化
衆
生
」
と
し
、
機
根

に
よ

っ
て
菩
薩
と
凡
夫
と
で
は
真
実
心
に
強
弱

の
違
い
を
認
め
る
も
の
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の
、
真
実
心
を
凡
夫
に
も
求
め
て
い
る
。
(
2
)
の
訓
読
で
は

「施
」
と
は

弥
陀
で
あ
り
、
「趣
求
」
と
は
凡
夫
で
あ
る
。
こ
の
訓
読
は
隆
寛

の
次

の
よ
う
な
釈
文

(『散
善
義
問
答
』)
に
よ
く

二
致
し
て
い
る
。

「凡
・弥
陀
如
来
ハ名
号
相
好
乃
至
地
上
地
下
,
一
切
荘
厳
等
偏
。為
ヨ
。施
勤求

念
スル者
り
。所
二成
就
誘
也
。
為
与
趣
求
スル人
。所
荘
厳
誘
也
」

右

の
文

で
は
弥
陀
が

「趣
求
」
す
る
人

(凡
夫
)
に
対
し
て
他
力

の

真
実
を
施

し
与
え
る
か
ら
、
真
実
を
も
ち
え
な
い
凡
夫
に
も
真
実
心
を

具
足
し
得

る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
施
為
と
は
弥
陀

の
下
化

衆
生

で
あ
り
、
趣
求
と
は
衆
生
の
上
求
菩
提
で
あ
る
。
(
3
)
の
訓
読
は
親

驚

の
独
創

で
、
隆
寛
と
同
じ
く
施
為
が
弥
陀
の
下
化
衆
生
で
、
趣
求
が

衆
生
の
上
求
菩
提
で
あ
る
。
(
4
)
の
訓
読
は
証
空
で
、
施
為

が
能
化

(弥

陀
)
の
真
実

で
、
趣
求
が
所
化

(凡
夫
)
の
真
実
で
あ
る
。
(元
久
本
、
康

楽
寺
旧
蔵
本

『
選
択
集
』
と
二
致
す
る
。)

以
上
、
証
空
の
至
誠
心
釈
の
特
色
と
し
て
、
自
力

の
至
誠
心
を
否
定

す
る
こ
と
、
真
実
心
の
根
源
を
弥
陀
因
中

の
行
に
求
め
る
こ
と
、
そ
し

て
弥
陀
の
真
実
が
凡
夫

の
真
実

へ
と
展
開
す
る
筋
道
を
明
ら
か
に
し
た

こ
と
等
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
良
忠
の
至
誠
心
釈
は
三
心
釈

の
中

で
も
と
く
に
独
特

で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
良
忠
の
著
述
は
譲
釈
と
再
治
と
を
く
り
返
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
至
誠
心
釈
の
成
立
過
程
を
思
想
史
的
に
押
え
る
こ
と
は
き
わ

め
て
難
し
い
。
今
か
り
に
至
誠
心
釈
に
関
説
す
る
良
忠
の
著
作
活
動
を

年
代
順
に
記
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(
1
)
建
長
六
年

(
一
二
五
四
)
仲
秋
上
旬

四
巻
本
決
疑
砂

(未
伝
)

(2
)同

十
月
上
旬

一
巻
本

三
心
私
記

(
3
)
建
長
年
間
か

散

善

義

聞

書

(未
伝
)

(
4
)
正
嘉

二
年

(
二
二
五
八
)

初
稿
本
伝
通
記

(未
伝
)

(
5
)
文
永
元
年

(
二
二
六
四
)

散
善

義
略
砂

(光
明
寺
誌
の
説
に
よ
る
)

(
6
)
文
永
十
二
年

(
三
二
七
五
)

再
治

本
伝
通
記

(未
伝
)

(
7
)
建
治
二
年

(
一
二
七
六
)
頃

五
巻
本
決
疑
砂

(『
諸
記
類
聚
』)

(
8
)
弘
安
五
年

(
二
二
八
二
)
十
二
月
中
旬
以
降

三
巻
本
浄
土
宗
要
肝

心
集

(
9
)
同

五
巻
本
浄
土
宗
要
集

(
1
0
)

弘
安
十
年

(
一
二
八
七
)

極
再
治
本
伝
通
記

右
の
十
種

の
う
ち
、
現
存
す
る
(
2
)・(
5
)
・
(
7
)
・
(
8
)
・
(
9
)
・
(
1
0
)

の
諸
資

料
に
も
と
つ
い
て
良
忠
の
至
誠
心
釈
を
検
討
し

て
み
た
い
。
ま
ず
良
忠

は
至
誠
心
の
字
義
釈
に
つ
い
て
、
諸
行
本
願
義
系

の
明
遍

・
長
西
、
修

阿
の
説
を
批
判
し
、
良
遍

の
説
に
讃
意
を
表
し

て
い
る
。
良
忠
の
い
う

至
誠
心
が

「唯
己
が
分
を
局
り
て
不
譜

の
心
を
極
」
む
る
至
誠
心
で
あ

る
た
め
、
そ
こ
に
、
(
1
)
至
誠
心
は
ど
の
よ
う
な
心
所
を
体
と
す
る
か
、

(
2
)
至
誠
心
の
程
度
に
高
下

・
浅
深
は
あ
る
の
か
、
(
3
)至誠
心
に
退

・
不

退
は
あ
る
の
か
、
等
が
問
題
と
な
る
。
ま
ず
(
1
)
に
つ
い
て
、
良
忠
は
五

十
六
才
、
建
長
六
年

(
一
二
五
四
)
撰
述
の

一
巻
本

『
三
心
私
記
』
に
行

法
然
門
流

に
お
け

る
至
誠
心
釈

の
展
開
 
(
廣

川
)
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法
然
門
流
に
お
け
る
至
誠
心
釈
の
展
開
 (廣

川
)

捨
単
独
説
を
う
ち
出
し
、
『決
疑
砂
』
・
『
浄
土
宗
要
肝
心
集
』
が
そ
れ

を
う
け
つ
ぎ
、
さ
ら
に

『
伝
通
記
』
・
『東
宗
要
』
に
い
た

っ
て
無
貧
説

が
追
加
さ
れ
、
行
捨

・
無
貧
を
至
誠
心
の
体

と
す
る
説
が
成
立
し
た
の

で
あ
る
。
(
2
)
に
つ
い
て
、
良
忠
は
、
至
誠
心
は
凡
夫
の
お
こ
す
有
漏
真

実
の
心
で
あ
る
か
ら
、
当
然
浅
深

・
高
下
が
あ
る
と
す
る
。
(『決
疑
砂
』

で
は
理
証
と
文
証
を
あ
げ
、
『東
宗
要
』
で
は
理
証
を
省
き
、
文
証
と
長
西
批
判

の
問
答
と
で
論
証
し
て
い
る
)
(
3
)
に
つ
い
て
、
良
忠

の
有
退
説

は

『東
宗

要
』
に
詳
細
で
あ
る
。

最
後
に
良
忠
の
至
誠
心
釈
の
解
釈
上
重
要
な
点
は
善
導
の
錐
起
三
業

の
文
に
対
す
る
注
目
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
善
導
の
釈
文
に
は
、

ニ
シ
テ

ク

ヤ
メ

キ
ハ

ニ

ス
ト

ヲ

テ

「
貧
瞑
邪
偽
好

詐
百
端

悪
性
難
レ
侵

事
同
二
蛇
蜴

二錐
レ
起
二
三
業

二名
為
二
雑

ノ

ト

ク

ノ

ト

ケ

ノ

ト

毒
之
善
一亦
名
二虚
仮
之
行
一不
レ名
二真
実
業
こ

と
い
う
。

つ
ま
り
、
凡
夫
が
お
こ
す
真
実
心
と
錐
起
三
業
の
文
と
の
矛

盾
の
解
決

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
異
流
の
解
釈
を
見
た
上
で
、
良
忠

の
解
釈
を
問
題
に
し
た
い
。
ま
ず
証
空
は
聖
道
門
自
力
の
安
心
に
執
着

し
、
留

っ
て
い
る
状
態

の
こ
と
を
さ
す
と
し
、
隆
寛
は
他
力
真
実
を
閣

い
て
自
力

不
真
実
を
励
む
状
態

の
こ
と
を
さ
す
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し

て
長
西
は
安
心
が
虚
仮
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
も
と
つ
く
起
行
に
煩
悩

が
雑

っ
て
、
不
真
実

の
行
に
な
る
の
で
あ

っ
て
、
要
は
衆
生
が
猛
利
強

盛
の
真
実

心

(安
心
)
を
お
こ
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
、
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
諸
説
に
対
し
て
、
良
忠
の
錐
起
三
業
説
は
そ
の
著
述
に

よ
っ
て
い
く
ら
か
の
変
遷
が
み
ら
れ
る
。
す
な

わ
ち
、
ま
ず

一
巻

本

『
三
心
私
記
』
に
心
行
相
違
之

義

(
聖
光
の
表
知
三
業
説
)
を
唱
え
、

『決
疑
砂
』
で
は
さ
ら
に
三
義

(良
忠
の
能
等
起
三
業
説
、
聖
光
の
起
行
三

業
説
、
明
遍
の
刹
那
等
起
三
業
説
)
を
追
加
し
、
『
伝
通
記
』

で
は

こ
れ
ら

四
義

の
順
序
を
整
え
、
か

つ
心
行
相
違
之
義
を

削
除

し
、
最

終
的

に

『東
宗
要
』

で
は
さ
ら
に
新
し
く
良
忠
自
説
の
虚
仮
三
業
起
行
説
を
追

ニ
ハ

ニ

ス
ト

ヲ

加
増
補
し
、
「非
レ
云
三安
心
起
二真
実
心
こ

と
断

じ
て
い
る
。

し
た

が

っ
て
、
良
忠
は
当
初
は
錐
起
三
業
の
文
を
虚
仮

の
安
心
と
善

の
三
業
と

の
関
係
で
と
ら
え
る
心
行
相
違
之
義
を
唱
え
た
が
、
次
第
に
そ
れ
を
削

除
す
る
方
向
に
進
み
、

つ
い
に
は
安
心
を
否
定
し
、
三
業
の
起
行
中
心

の
解
釈
に
至

っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
良
忠
が

『東
宗
要
』
で

『決
疑

紗
』

の
四
義
の
う
ち
、
三
義
だ
け
を
取
り
あ
げ
た
の
は
第
四
義
に
心
行

相
違
之
義
が
残

っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『東
宗
要
』
に
お
け
る
西
山
義
批
判

(至
誠
心
釈
を
中
心
と
す
る
)
は

次
の
三

つ
の
論
点
に
絞
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第

一
は
悪
性
の
凡
夫
が

真
実
心
を
も
ち
得
る
か
否
か
の
問
題
で
あ
る
。
良
忠
が
批
難
す
る

「有

云
」
と
は
直
接
的
に
隆
寛

で
あ
り
、
思
想
的
に
は
証
空
を
も
さ
し
て
い

る
。

こ
の
問
答
を
隆
寛

の

『具
三
心
義
』
お
よ
び

『往
生
論
註
』
と
対

照
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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浄
土
宗
要
集

ト

ノ

ト

ノ

ク

ハ

有
云
真
実
者
仏
真
実
也
心
者
行
者
心
也
謂
行
者
貧
瞑

ノ

テ
カ

ノ

ノ

ヲ

ニ

ヌ

ス
ル
ノ

ノ

邪
偽
之
心
也
争

発
二真
実
之
心
一耶
故
知
帰
二
仏
真

ニ

ヲ

ト

セ
ハ

シ

カ

ト

実

二之

心
名
二
真
実

心
二也
例

如
レ
云
二
菩
提

心
二云
云

テ

レ
ハ

ノ

ノ

ル
ニ

ル

竹

谷
語
云
是

与
二
彼
人

一之

問

答

也

彼

人

勧
一-或

行

ヲ

フ
ノ

シ
ト

シ

ヲ

チ

ス
ル
ニ

ニ

ノ

者

一謂

レ難
レ
発

二真
実

心

一之
時
乃
証

論
註
云
下
有
漏

ハ

ニ

ノ

ノ
ミ

ナ
リ
ト

ヲ
モ
テ

ノ

心
非
二真
実
一菩
薩
無
漏
心

真
実
上
之
文

今
之
真

ハ

ノ

ト

実
為

二仏
真
実

一云

云

具

三

心

義

ヲ

云
コ
ト

問

尋

二
凡

夫

心

念

一心

々
莫

三
不

二
顛

倒

一莫

三
不

二

虚

偽

一
…

…

ノ

ノ

ニ

ヲ

カ

カ

此

心
念
中

欲
得
二
真
実

一…
…
難
中
之

難
誰

可
三
得

二
之

一哉

答

ヲ

ニ

ハ

て
ト

ノ

ヲ

ト

ノ

以
二
凡
夫

心

一不
三
為
二
真

実

}以
弥

陀
願

一為

二
真

実

一帰

真

実

ニ

カ

ニ

テ

ニ

願

一之

心
故
約
二
所
帰
之
願

一名
真

実
心

二例
如
下
住

天
台

山

一名

天
台
大
唖

ナ
ル

テ

…

…
問
弥
陀

本
願
真
実

義
以
何

一得
定

一耶

答
曇
鷲
法
師

鮎
二
往
生
論
偶

真

実
功

徳

相女

云
従

菩

薩

私
云
指
法

ノ

レ
ル

ハ

ル

ノ

ニ

ノ

蔵
昆

丘
也
智
恵
清
浄
業

ー起

荘
厳

仏
事
依

法

性

入

ニ
清

浄

相
一
是

ス

レ
ハ

法
不
二
顛
倒

二不

虚

偽

一名
為

二真
実
功
徳

一

往
生

論

註

真
実
功
徳
相
者
有
二
種
功
徳

二
者
従
有
漏

心
不
順
法
性
…
…
皆
是
顛
倒
皆
是
虚
偽
是

故
名
不
実
功
徳
二
者
従
菩
薩
智
慧
清
浄
業

起
荘
厳
仏
事
依
法
性
入
清
浄
相
是
法
不
顛

倒
不
虚
偽
名
真
実
功
徳

こ
の
よ
う
に

「有
云
」
と
は
直
接
的
に
は
明
ら
か
に
隆
寛
を
さ
し
て

い
る
が
、
ま
た
証
空
も
、

ノ

ヌ
ル

ノ

ニ

ス

ニ

ハ

ル
ル

ネ

ユ

ス

「所
レ尋

真
実
心
三
字
共
属
二凡
夫
一所
レ被
レ尋
三
字
共
帰
二仏
こ

(『自
筆
砂
』
)

と
同
様
な
思
想
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
善
導

の
錐
起
三
業
の
文
に
つ

い
て
、
隆
寛

・
証
空
が
凡
夫
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
深
く
堀
り
さ
げ
た

ス
ノ

ヲ

解
釈
を
展
開
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
良
忠
は
こ
の
文
は

「起
二虚
仮

一

之
由
致
」
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ

っ
て
、
「虚
仮

の
体
」
を
明

ら
か

に
し
た
も
の
で
は
な
い
、
い
か
に
凡
夫
と
い

っ
て
も

「皆
、

虚
仮
を
起

す
と
云
う
に
は
あ
ら
ず
」
と
反
論
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
両
者
の
人
間

観

の
相
違
が
根
底
に
あ

っ
て
、
そ
の
上
に
凡
夫

に
お
け
る
真

実
心

の

具

・
不
具
の
論
議
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(第
二
は
至
誠
心
を
自
力

・
他
力
に
分
釈
す
る

こ
と
の
是
非
の
問
題
で

ル

あ
る
。
良
忠
が
批
難
す
る

「或
執
者
」
と
は
証
空

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
良
忠
は
、
自
力
他
力

の
名
目
は
聖
道
門
と
浄
土
門

と
を
相

対
せ
し
め
る
時
だ
け
に
用
い
る
べ
き
で
あ

っ
て
、
浄
土
門

の
中

で
さ
ら

に
重
ね
て
自
力
他
力
を
分
釈
す
る
こ
と
は
法
然

相
伝

の
義

に
違
背

す

る
、
と
す
る
。
し
か
し
、
『
三
部
経
大
意
』
、
『
三
心
料
簡
』
(
醍
醐
本
)

法

然
門
流

に
お
け

る
至
誠

心
釈

の
展
開
 
(
廣

川
)
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法
然
門
流
に
お
け
る
至
誠
心
釈
の
展
開
 (
廣

川
)

を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

第
三
は
三
心
具
足
は

二
心
づ
つ
段
階
的
に
具
足
す
る
の
か
、
あ
る
い

は
三
心
同
時
に
具
足
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
良
忠
は
証
空

の
三
心
釈
を
段
階
的
具
足
説
と
受
け
と
り
、
自
説

の
同
時
具
足
説
の
立

場
か
ら
批
判
を
加
え
て
い
る
。
良
忠
が
批
難
す
る

「今
難
云
」
、「有
云
」

と
は
証
空

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
時
具
足
説
を
と
る

良
忠
に
は
別
に
横
具
三
心
説
の
ほ
か
に
竪
具
三
心
説
も
説
か
れ
て
い
る

し
、
逆
に
良
忠
が
段
階
的
具
足
説
と
み
な
し
た
証
空
に
も
三
心
即

一
心

説
が
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ま
り
良
忠
は
こ
れ
ら

の
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
た
上
で
、
あ
え
て
証
空
の
三
心
釈
を
段
階
的

具
足
説
と
し
て
批
判
し
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
お

そ
ら
く
証
空
の
三
心
階
梯
論
を
否
定
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ

う
か
。
証

空
の
三
心
階
梯
論
と
は
三
心
を
単
に
平
列
的
に
無
関
係
に
な

ら
べ
て
解

釈
す
る
の
で
は
な
く
て
、
念
仏
者
の
信
仰
の
深
ま
り
の
三
段

階
と
し
て
三
心
を
階
梯
論
的
に
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り

「至

ノ

ヒ

ノ

ヲ

ノ

ニ
ハ

シ

ノ

ヲ

ノ

ニ
ハ

ス

ヲ

誠
中
嫌
二自
力
善
一深
心
中

信
二他
力
行

一廻
向
中

顕
二行
成

こ

と
い
う

三
心
釈
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
良
忠
は
こ
の
三
心
階
梯
論
は
天
台
宗

ノ

ノ

に
説
く

「
体
外
権
」
、
「開
権
顕
実
」
、
「体
内
権
」
と
い
う
考
え
方
を
浄

土
数
的
に
応
用
し
た
の
で
あ

っ
て
、

レ

セ

タ

ス

ノ

ニ

「
不
レ被
二甘
心
一教
意
各
別
也
推
尋
甚
荒
涼
也
相
二違
祖
師
所
判
こ(東

宗
要
)

と
き
び
し
く
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
問
答
論
議
で
は
三
心

全
体
の
体
系
論
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
両
者
の
よ
っ
て
立

つ

教
学
的
立
場

の
相
違
を
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
良
忠

の
至
誠
心
釈
は
法
然
滅
後

の
他

の
門
流

の
至
誠
心
釈
に

十
分
に
注
意
を
払
い
つ
つ
、
最
初
期
の

一
巻
本

『
三
心
私
記
』
か
ら
再

治
本

『
伝
通
記
』
・
五
巻
本

『決
疑
砂
』
を
経
て
、
三
巻
本

『肝
心
集
』

に
い
た
り
、
最
終
的
に
五
巻
本

『
宗
要
集
』
に
お
い
て
集
大
成
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
至
誠
心
に
限

っ
て
言
え
ぱ
、
良
忠
教
学
は

一
生
涯
同
じ
解

釈
で

一
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
常
に
部
分
的
な
軌
道
修
正
の
積

み
重
ね
に
よ

っ
て
、
現
在
あ
る
よ
う
な
完
成
さ
れ
た
釈
義
に
至

っ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
部
分
的
な
軌
道
修
正
、

つ
ま
り
再
治
が
良
忠
に
お
い
て

は
何
故
に
し
ば
し
ば
必
要
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
は
、

良
忠
自
身
の
研
鐙
の
深
ま
り
に
も
と
つ
く
こ
と

は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る

が
、
そ
れ
以
上
に
他
の
法
然
門
流
に
お
け
る
教
学
形
成
の
動
向
が
大
き

な
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

(大
正
大
学
講
師
)
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